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点
を
借
り
る
ど
こ
ろ
か
、
信
念
と

い
う
美
名
に
装
わ
れ
た
個
別
の
正

し
さ
に
拘
り
つ
づ
け
た
歴
史
を
歩

ん
だ
。
正
確
な
把
握
が
困
難
な
ほ

ど
、
分
裂
と
分
離
を
繰
り
返
し
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
立
場
や
視

点
、
内
在
す
る
文
化
、
価
値
観
の

相
違
は
相
互
啓
発
の
好
機
と
さ
れ

る
ど
こ
ろ
か
、
信
仰
者
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
さ
え
も
疎
外

す
る
要
因
に
な
り
か
ね
な
い
危
機

「
わ
れ
こ
こ
に
立
つ
」。
一
五
二

一
年
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
帝
国
議
会
に

召
喚
さ
れ
た
マ
ル
チ
ン
・
ル
タ
ー

は
こ
の
短
い
決
意
表
明
に
よ
っ

て
、
改
革
者
と
し
て
の
信
仰
を
つ

ら
ぬ
い
た
。
昨
年
、
宗
教
改
革
五

〇
〇
年
に
あ
た
っ
て
、
ル
タ
ー
の

こ
の
表
明
は
ど
の
よ
う
に
読
み
直

さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
ル
タ
ー
の
立

脚
地
は
、
長
く
沈
潜
研
究
し
た
聖

書
の
救
済
論
に
あ
っ
た
。
そ
の
場

所
を
ル
タ
ー
は
「
あ
そ
こ
」
で
は

な
く
、「
こ
こ
」
と
呼
ん
だ
。
ひ

と
は
「
あ
そ
こ
」
に
は
立
つ
こ
と

が
で
き
な
い
。
聖
書
の
真
理
を
自

分
の
事
柄
と
し
て
受
け
止
め
た
と

き
に
だ
け
、そ
の
真
理
は
「
こ
こ
」

と
呼
ば
れ
、
ひ
と
が
立
つ
場
所
と

な
る
。

し
か
し
、
そ
の
場
所
は
神
の
義

に
よ
っ
て
愚
か
な
人
間
の
企
て
が

否
定
さ
れ
た
場
所
で
も
あ
っ
た
。

た
だ
、
無
条
件
に
人
間
を
義
と
さ

れ
る
神
へ
の
全
幅
の
信
頼
だ
け
が

敗
北
の
地
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る

根
拠
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
ル

タ
ー
は
か
れ
の
視
界
が
も
つ
限
界

を
遙
か
に
超
え
出
て
、
神
を
遠
望

し
て
い
た
。
む
し
ろ
、
神
の
視
点

を
借
り
る
こ
と
で
、
人
生
の
雑
音

や
夾
雑
物
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
、
純

粋
に
立
つ
べ
き
場
所
に
到
達
し
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

い
っ
ぽ
う
で
、
そ
の
後
の
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
系
教
派
は
、
神
の
視

る
こ
と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
キ
リ
ス
ト

教
主
義
大
学
に
お
け
る
少
数
キ
リ

ス
ト
者
の
ひ
と
り
と
し
て
、
肥
大

化
し
が
ち
な
自
己
意
識
を
、
愚
か

な
企
て
と
し
て
打
ち
砕
か
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

札
幌
農
学
校
を
経
て
東
京
帝
国

大
学
に
入
学
し
た
新
渡
戸
稲
造

は
、「
太
平
洋
の
橋
に
な
り
度
（
た

い
）
と
お
も
い
ま
す
」
と
述
べ
た

（『
帰
雁
の
蘆
』）
と
い
う
。
そ
の

後
の
新
渡
戸
は
教
育
者
、
官
吏
、

東
京
女
子
大
学
初
代
学
長
、
国
際

連
盟
事
務
次
長
と
し
て
内
外
に
振

幅
広
く
活
躍
し
た
。架
橋
こ
そ
が
、

新
渡
戸
が
立
っ
た「
こ
こ
」で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。

若
い
こ
ろ
、
新
渡
戸
の
『
武
士

道
』
は
敬
し
て
遠
ざ
け
た
。
武
士

道
と
「
死
」
を
直
結
し
た
『
葉
隠
』

の
印
象
と
封
建
制
社
会
の
倫
理
を

連
想
し
た
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

浅
慮
で
あ
っ
た
。
新
渡
戸
の
『
武

士
道
』
は
、
身
分
制
社
会
の
倫
理

で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
す
ぐ
れ
た
日

本
文
化
論
で
あ
っ
た
。
新
渡
戸

は
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、
日
本

の
文
化
と
社
会
に
最
大
限
の
敬
意

を
払
っ
て
生
き
た
。
だ
か
ら
、
日

本
伝
道
失
敗
の
一
因
は
「
宣
教
師

の
ほ
と
ん
ど
が
わ
が
国
の
歴
史
に

ま
っ
た
く
無
知
で
あ
っ
た
」（
山

本
博
文
、
現
代
語
訳
）
と
の
指
摘

は
安
易
な
責
任
の
転
嫁
で
は
な

い
。こ
の
事
態
を
引
き
受
け
て「
こ

こ
」
に
立
と
う
と
す
る
決
意
の
表

明
で
も
あ
っ
た
。
新
渡
戸
が
去
っ

て
か
ら
八
五
年
を
迎
え
て
い
る
。

い
ま
わ
た
し
た
ち
は
ど
こ
に
立
と

う
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

関
西
活
動
セ
ン
タ
ー
は
四
月

二
一
日
、佐
藤
全
弘
氏
を
招
き「
新

渡
戸
稲
造
の
平
和
」（
宗
教
と
戦

争
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
を
開

催
す
る
。

�

（
同
志
社
女
子
大
学
教
授
）

を
孕
ん
で
い
る
。
こ
う
し
て
、
宗

教
改
革
以
後
の
近
代
キ
リ
ス
ト
教

社
会
は
、
徹
底
し
て
人
間
中
心
の

時
代
を
歩
ん
で
き
た
。

私
事
で
は
あ
る
が
、
教
会
で
の

牧
会
を
経
験
し
て
、
現
在
勤
務
す

る
キ
リ
ス
ト
教
を
建
学
の
精
神
と

す
る
大
学
に
転
じ
て
数
年
の
こ
ろ

の
こ
と
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
当
時

の
学
長
か
ら
、
学
内
に
キ
リ
ス
ト

者
と
非
キ
リ
ス
ト
者
の
間
の
溝
が

大
き
く
て
、
責
任
者
と
し
て
悩
ん

で
い
る
と
打
ち
明
け
ら
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
学
内
の
些
事
に
も
あ

ら
ゆ
る
配
慮
を
さ
れ
る
誠
実
な
学

長
ゆ
え
の
悩
み
で
あ
っ
た
よ
う
に

お
も
わ
れ
た
。
け
れ
ど
、
そ
の
日

以
来
、
わ
た
し
も
そ
の
溝
か
ら
這

い
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
埋
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
ま
た
そ
こ
に
橋
を
架
け

架
け
橋
に
立
つ

�

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員 

　

�

中
村
　
信
博
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Ⅲ　関西セミナーハウス活動センター事業計画
聖書あるいはイエスの福音が、現代の社会の課題に
対しいかなる指針を示すかを考える。大学や新聞社な
どの公開講座とは異なる視点から問題を取り上げる。
講師の講演を聞くだけでなく、参加者が講演を廻って
語り合い、問題を共有し、深く掘り下げる。お金と時
間を割いても、参加する価値のある集会とする。
１．修学院フォーラム「社会」においては、昨年度に
引き続いて「宗教と戦争」について考える会を２回
持つ。中東、東北アジア、世界の平和を考える会を
４回持つ。継続テーマの「エネルギーを考える」の
第７回では、原発を克服する困難と、希望について
考える。
２．修学院フォーラム「福祉」においては、DVと虐
待からの救済、山室軍平が遺したものを考える。
３．修学院フォーラム「いのち」においては、高度先
端医療時代の死と、遺伝子組み換え時代の生につい
て考える。またピアノ演奏と語りを通して命の輝き
を味わう。

４．開発教育セミナーにおいては、人権・平和・環境
などの地球的課題を参加型学習で学び、私たちの社
会のありようを考える。
５．これらに加え、お茶と俳句を楽しみつつ聖書の言
葉を味わう会、紅葉の美しい季節に関西セミナーハ
ウスの景観を背景に、お茶とお箏、器楽演奏を楽し
むもみじまつりを催す。

シリーズ名 回数 プログラム 予定

関東フォーラム
宗教対話　Ⅰ

全7回

「日本キリスト教史を読む・明治編」山
室軍平、中田重治、高倉徳太郎、賀川豊彦、
金井為一郎、植村環、矢内原忠雄
講師　戒能信生

第1回 5月10日（木）
第2回 6月14日（木）
第3回 7月12日（木）
第4回 9月13日（木）
第5回10月11日（木）
第6回11月 8日（木）
第7回12月13日（木）

関東フォーラム
宗教対話　Ⅱ

全1回
明治・大正期に設立された教会を訪ねて

（信濃町教会、番町教会、淀橋教会）
10月25日（木）

関東フォーラム
宗教対話　Ⅲ

全3回
「編集者から見た現代日本の知の状況」

講師　未定 日時未定

関東フォーラム
宗教対話　Ⅳ

１回
柏木義円公開講演会「柏木義円と現代」
講師　山口陽一（東京基督教大学学長）
共催プログラム

11月17日（土）

関東フォーラム
宗教対話　Ⅴ

全5回

体験プログラム
「礼拝のためのヴォイス・トレーニング」

講師　友野富美子

第1回5月28日（月）
第 2 回 6 月 4 日（月）
第3回6 月11日（月）
第 4回6 月18日（月）
第5回6月25日（月）

研修・セミナー ･ 体験交流事業

聖書を読む講座Ⅰ 全10回

『イエスの譬え話Ⅲ』を著者と共に読む
講師　山口里子（日本フェミニスト神学・
宣教センター共同ディレクター）

第1回 4月10日（火）
第2回 5月 8日（火）
第3回 6月12日（火）
第4回 7月10日（火）
第5回 9月11日（火）
第6回10月 9日（火）
第7回11月13日（火）
第8回12月11日（火）
第9回 1月 8日（火）
第10回 2月 9日（火）

聖書を読む講座Ⅱ 全5回

「上林牧師と旧約聖書を読む」
講師　上林順一郎

日時未定

神学生交流
プログラム

第１０回神学生交流プログラム　校長　
関田寛雄（教団巡回教師）、講師 未定

2019年3月11日～
13日

神学生交流プログ
ラム・リユニオン

第１回～第１０回の参加者に呼びかけて
関西セミナーハウスを会場に実施予定

日時未定

シリーズ名 回数 プログラム 予定
フォーラム事業

修学院フォーラム
社会

第1回
宗教と戦争を考える（５）
新渡戸稲造の平和
佐藤全弘（大阪市立大学名誉教授）

4月21日（土）

第2回
東アジアの平和と和解―近代日本人のア
ジア認識と平和の取り組みの可能性
山本俊正（関西学院大学教授）

5月12日（土）

第3回
民族主義と普遍主義のはざまで～旧約聖
書から国際平和を考える
月本昭男（上智大学特任教授）

6月30日（土）

第4回
宗教と戦争を考える：６
宗教改革者の戦争観
村上みか（同志社大学教授）

10月6日（土）

第5回
武器で日本を守れるか？
岩佐　英夫（弁護士）

12月1日（土）

第6回

エネルギーを考える第 7 回
フクシマの困難をどうのり越えるか
講師　交渉中
再生エネルギー社会へ向けて
講師　交渉中

2019年1月13日（日）
～14日（月、祝）

第7回
キリスト教と政治的課題（仮）
佐藤 優（作家、元外務主任分析官）

2019年1月26日（土）

修学院フォーラム
福祉

第1回

若者の貧困（仮）
藤田 孝典（( 特活 ) ほっとプラス代表理事、
聖学院大学人間福祉学部客員准教授、社
会福祉士）京都 YWCA と共催

6月9日（土）
会場：京都ＹＷＣＡ

第2回
山室軍平って知っていますか―新島襄 の
福祉思想と「良心」の系譜
木原活信（同志社大学教授）

2019年2月16日（土）

修学院フォーラム
いのち

第1回
老いをいかに生き、支えるか：２
往きの医療 vs 還りの医療―わたしたちは
どんな死に方をしたいのか ?

7月7日（土）

第2回
遺伝子組み換えによりデザインされる子
ども（仮）
講師　交渉中

9月予定

第3回
いのちの叫び（仮）
演奏者　交渉中

2019年3月予定

研修・セミナー ･ 体験交流事業

開発教育セミナー

第1回
開発教育入門セミナー
共催　京都市国際交流協会

6月24日（日） 会場：
京都市国際交流会館

第2回
ビジネスで持続可能な社会をつくる～タ
オルから織りなす豊かな社会
池内計司（IKEUCHI ORGANIC株式会社代表）

7月14日（土）
～15日（日）

第3回
ロヒンギャはなぜ難民になったのか？～
ビルマ（ミャンマー）の来し方行く末
宇田有三（フォトジャーナリスト）

9月15日（土）
～16日（日）

第4回

新しい日米外交を切り拓く～沖縄・安保・
原発・TPP
猿田佐世（（特活）「新外交イニシアティ
ブ」事務局長）

10月13日（土）
～14日（日）

第5回

今、外国人研修生は～私たちの社会と人権
早崎直美 (RINK すべての外国人労働者と
その家族の人権を守る関西ネットワーク
事務局長）

11月3日（土）
～4日（日）
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Ⅰ　事業計画基本方針
公益財団法人日本クリスチャン・アカデミーは、
２０１８年度の事業計画に関する基本方針を次の通り
定める。

１．財団事業の展開
定款に定められた当財団の目的に添って、キリスト
教精神に基づき、立場の相違を越えた対話を通し、自
由、平等、正義、平和に基づく社会の実現に寄与する
事業を一層活発に展開する。

２．事業の推進
１）公益目的事業
（１）東・西活動センター
①現行のフォーラム事業及び研修・セミナー・体験交
流事業を継続、発展させる。
②参加者同士の対話中心の宿泊プログラムを拡充す
る。
③アカデミー運動の目的に従って今日的な社会の課題
に対する認識を深め、それにふさわしい新規プログ
ラムの開発に取り組む。
④得られた成果を機関紙による広報を超え、広く社会
に発信する。基幹プログラムの成果は出版物として
発行などし、知の蓄積を行う。
⑤キリスト教精神に基づく未だ認知の不十分な幅広い
課題をプログラム化し、もってキリスト教系メディ
ア、一般メディアの関心を高め、啓発活動を活発化
する。

（２）関西セミナーハウス
①当財団の事業展開の拠点として、公益目的事業での
さらなる活用をはかる。また、当財団の目的達成に
資する諸団体が行う公益目的事業を支援するため、
宿泊研修施設を諸団体、教育機関・学会・研究会活
動等の広い使用に供する。
②リピート使用者の丁寧なフォローおよび新規使用者
の開拓などに取り組み、使用率の向上及び収支の改
善を図る。
③効率的な運営をはかり、公益活動への貢献度を高め
る。

（３）広報活動
フォーラム事業、研修・セミナー・体験交流事業等
の内容並びに各年度事業計画・予算及び事業報告・決
算を機関紙「はなしあい」において定期的に報告する。
同時に、東・西活動センターおよび関西セミナーハウ
スの活動状況については、ホームページ等によって積
極的な情報発信を継続する。
２）収益事業
（１）関西セミナーハウス
公益目的使用外の一般使用者、企業等への宿泊研修
施設の貸出しを行い、その収益の一部を公益活動に資
する。
（２）日本キリスト教会館
当財団所有の事務所用物件の一部を貸与し、その収
益を公益活動に資する。

３．運営推進体制の安定化
公益目的事業の運営推進に当たって、継続的な事業
に関しては明確な方向性と予算計画を持ち、プログラ
ム毎の収支の整合化を原則とする。新規プログラムに
ついても、必要財源を確保し、活動の安定的展開を目
指す。

４．賛助会員、寄附金の拡充
公益目的事業、広報活動等を積極的に展開して、ア

カデミーの理念の理解、浸透につとめ、アカデミー運
動を支えようとする賛助会員及び寄附金の拡充を図る。

Ⅱ　関東活動センター２０１7年度事業計画
２０１７年度には、日本キリスト教会館１階の部屋
の改装工事を終了し、関東活動センターの事務所兼集
会室として使用することとなった。それに伴い、集会
場所が狭くなったので、２０１８年度からは早稲田奉
仕園や早稲田教会の協力を得て、各講座や集会を実施
していく予定である。そのような中で、日本クリスチャ
ン・アカデミーの理念に基づき、以下のような諸プロ
グラムを計画している。
１．「今日的課題」Ⅰとして、学生たちを対象とした
読書会を実施する。チューターを大森佐和（ICU 教
員）さんにお願いし、特に学生 YMCA の OB・OG
たちに呼びかけ、今日的課題について学び、また自
由に話し合う機会を提供する。
２．「今日的課題」Ⅱは、現在の政治的状況を踏まえて、
憲法改正を初めとする最近の政治状況についての講
演会・学習会を予定している。
３．「宗教対話」Ⅰとして、昨年度に引き続き「日本
キリスト教史を読む」シリーズを継続する。今年
度は「大正篇（第二世代）」として、大正期から昭
和前期にかけて活躍したキリスト者たちの足跡を追
い、この国のキリスト教の歩みを跡づける。なお、
このシリーズは２０１９年度にも「昭和篇（第三世
代）」として継続する予定である。またこの連続講
座の参加者に呼びかけて、明治・大正期に設立され
た幾つかの教会を訪ねてその歴史を学び、また施設
を見学するオプショナル ･ツアーを計画している。
４．「宗教対話」Ⅲは、「編集者から見た現代日本の知
の状況」を連続講座の形で、Ⅳは昨年に引き続き柏
木義円の現代的意義を問う公開講演会を共催プログ
ラムとして実施する。
５．「宗教対話」Ⅳは、体験プログラムとして、昨年
に引き続き「礼拝のためのヴォイス・トレーニング」
を実施する。礼拝の司式や聖書朗読、詩編交読、説
教などの発声・発語訓練を行う。
６．聖書を読むシリーズでは、入門的な聖書講座と、
フェミニズムの立場からの聖書の読み直し、あるい
は今日的視点からの聖書の読み方を探ることを目的
としている。また日本基督教団出版局からの要請に
応えて、新しい聖書学の成果を、著者を交えた講座
の形で計画中である。
７．各神学校の枠を超えた神学生たちの交流を目
的とした「神学生交流プログラム」については、
２０１８年度も各神学校の賛助を得て、第１０回プ
ログラムを実施する。また１第回から第１０回まで
の講師の講演を編集し、新教出版社から報告書を出
版することを計画している。なお、この神学生交流
プラグラムの第１回から校長として協力して頂いた
関田寛雄先生を囲む元参加者によるリユニオンも計
画している。第１０回までの参加者約１５０名（そ
の多くは現在各地の教会に仕える牧師・伝道者とし
て働いている）に呼びかけて、関西セミナーハウス
を会場に一泊二日で実施する予定である。

公益財団法人日本クリスチャン・アカデミー
２０１8 年度事業計画

シリーズ名 回数 プログラム 予定
フォーラム事業

関東フォーラム
今日的課題　Ⅰ

全4回

読書会　講師　大森佐和（ICU 教員）

不定期

関東フォーラム
今日的課題　Ⅱ

１回
現在の政治を問う「憲法改正の動きに抗
して」　講師　未定

日時未定
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Ⅳ　関西セミナーハウス事業計画
２０１８年度の関西セミナーハウス事業計画は、以
下の通りである。
１．運営方針
１）公益目的事業の拡大

関西セミナーハウス活動センタープログラムで
の活用の他、教育機関、学会、研究会、諸団体、
周辺地域と連携し、その文化・教育・社会貢献活
動への貢献を拡大する。
２）収益事業の展開

引き続き、公益目的以外の一般利用者、企業等
への宿泊及び研修施設の貸出を推進する。
３）積極的な販促活動の展開
・２０１８年は、長年、本施設が支えられている
コア利用者（大学、企業、キリスト教諸団体等）
への丁寧なフォローを基礎にして、販促活動の強
化年度と位置づけ、館長のリーダシップの元、職
員スタッフが一丸となって、利用者の拡大に取り
組む。
・そのために、茶室、能舞台、日本庭園などの京
都らしい文化的設備が持つ特色を生かしつつ、利
用者に満足をもたらす運営を行う。

・広報活動は、利用候補先への職員スタッフによ
る訪問活動のほか、ホームページ、フェィスブッ
クなどの充実をはかり、本施設を幅広く、継続的
に広報する。
４）収支のバランスを整える

長年にわたり、赤字が続いているが、事業の継
続性を確かなものとするために、利用者の拡大、
諸費用の節減などに取り組み、収支を整合化する。
５）施設の補修、改修

中長期的観点に立って設備投資計画を定め、老
朽化している施設の補修改修などを行う。そのた
めに生み出されるキャッシュフローから必要な資
金を適時積み立てる。
６）公益活動への貢献

引き続き、公益財団法人の活動を支えるために
一定額を設定し、財政的な貢献を担う。

２．主な数値目標
１）収入計画（P&Lベース）

売上高	 121,192,000 円
営業利益	     2,000,000 円

２）設備投資計画
当年度予算   　 10,886,520 円
主な案件	 ・本館北棟屋上防水工事
		  ・予約システム開発

・ 本館北棟３階客室及び日本家屋
（別館）給湯器取替

		  ・本館南棟２階廊下空調設備新設
		  ・日本家屋（別館）屋根一部瓦葺替

３）宿泊者目標
上半期	 4,620 名（前年度比 96.2%）
下半期	 4,430 名（前年度比 105.4%）
年間	 9,050 名（前年度予測比 100.5%）

４）年度期首要員　16名� （以上）　

収支予算書（損益計算方式）
（2018 年 4月 1日～ 2019 年 3月 31日まで）

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
（単位 : 円）

科　　　　　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部
（１）経常収益

基 本 財 産 運 用 益 1,200 1,200 0
特 定 資 産 運 用 益 18,550 19,520 △ 970
受 　 取 　 会 　 費 1,500,000 1,502,000 △ 2,000
事 　 業 　 収 　 益 146,597,869 134,662,382 11,935,487
受   取   寄   付   金 3,600,000 3,520,500 79,500
雑 　 　 収 　 　 益 127,570 206,074 △ 78,504
経常収益計 151,845,189 139,911,676 11,933,513

（２）経常費用
事 業 費 144,839,762 144,138,464 701,298
管 理 費 3,576,500 4,677,259 △ 1,100,759
経常費用計 148,416,262 148,815,723 △ 399,461

当期経常増減額 3,428,927 △ 8,904,047 12,332,974
２．経常外増減の部

（１）経常外収益
経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用
経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0
　当期一般正味財産増減額 3,428,927 △ 8,904,047 12,332,974

開発教育セミナー 第6回
“ スマート ” でないスマホの裏側～鉱物
資源の採掘からＥＶまで　田中滋（PARC
アジア太平洋資料センター事務局長）

12月8日（土）
～9日（日）

お茶のこころと
宗教のこころ 全8回

聖書をいっしょに読みましょう
榎本 栄次（日本基督教団牧師、関西セミ
ナーハウス活動センター所長）

4月～12月（8月除
く） 毎月1回第1ま
たは第2木曜

もみじまつり 茶席、邦楽、美術展示、音楽演奏
関西セミナーハウスと共催 11月23日（水、祝）
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関
東
活
動
セ
ン
タ
ー

第
九
回
神
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
三
月
五
日
～
七
日
、
鎌
倉

黙
想
の
家
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。
日
程
が
い
く
つ
か
の
神
学
校

の
卒
業
式
と
か
ち
合
う
と
い
う
事

情
が
あ
っ
た
が
、
八
つ
の
神
学
校

か
ら
一
二
名
の
神
学
生
が
参
加
し

た
。
今
回
の
主
題
は
「
エ
キ
ュ
メ

ニ
カ
ル
運
動
の
軌
跡
と
神
学
的
課

題
」、
講
師
は
関
西
学
院
大
学
名

誉
教
授
神
田
健
次
さ
ん
、
そ
し
て

校
長
に
は
い
つ
も
の
よ
う
に
関
田

寛
雄
牧
師
に
お
願
い
し
た
。

神
田
先
生
の
二
つ
の
講
演
の
内

容
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
や
が

て
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
参
加
し
た
神
学
生
た
ち

の
感
想
の
中
か
ら
抜
粋
し
て
そ
の

一
部
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

相
原
太
郎
（
聖
公
会
神
学
院
）

こ
の
よ
う
な
自
ら
を
振
り
返
る

こ
と
の
で
き
る
教
派
を
超
え
た
交

わ
り
を
私
自
身
、
今
後
促
進
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う

し
た
交
わ
り
が
容
易
に
サ
ロ
ン
化

し
て
し
ま
う
こ
と
も
自
戒
を
込
め

て
心
に
留
め
て
お
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
具

体
的
な
日
常
生
活
、
地
域
社
会
に

お
い
て
、
ど
こ
ま
で
他
者
の
声
、

と
り
わ
け
他
者
の
痛
み
に
聴
き
、

自
分
自
身
が
、
そ
し
て
、
大
き
な

意
味
で
キ
リ
ス
ト
教
会
自
身
が
変

え
ら
れ
、
方
向
を
向
き
直
す
こ
と

が
で
き
る
か
、
共
に
テ
ー
ブ
ル
を

囲
め
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
開

か
れ
た
運
動
の
地
域
的
展
開
を
模

索
し
て
い
き
た
い
と
今
回
の
参
加

を
通
じ
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。こ
の
よ
う
な
気
づ
き
の
機
会
、

そ
し
て
全
国
各
地
で
今
後
共
に
働

く
仲
間
と
の
出
会
い
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

掛
江
隆
史（
関
西
学
院
神
学
部
）

関
西
学
院
大
学
の
元
教
授
で
あ

り
、
私
も
何
度
が
授
業
で
ご
一
緒

し
た
こ
と
の
あ
る
神
田
健
次
先
生

が
講
演
を
し
て
下
さ
り
、
そ
の
生

涯
を
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
関

西
学
院
大
学
の
神
学
部
を
経
て
牧

師
へ
と
至
っ
た
、
そ
の
道
へ
至
る

ま
で
の
数
々
の
出
会
い
に
つ
い

て
、
ま
た
ご
自
身
の
研
究
テ
ー
マ

で
あ
る
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
、
色
々
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
と

し
て
訪
れ
た
東
慶
寺
で
は
神
田
先

生
の
伝
も
あ
り
、
普
段
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
所
ま
で
見
せ
て
頂

き
、貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
事
は
、
神

学
生
た
ち
と
話
し
合
い
を
持
つ
機

会
を
多
く
与
え
ら
れ
た
事
で
、
今

ま
で
触
れ
合
う
こ
と
の
な
か
っ
た

他
教
派
の
事
情
や
課
題
に
つ
い
て

知
る
事
、
話
す
こ
と
が
出
来
た
こ

と
が
と
て
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま

し
た
。
と
て
も
和
や
か
で
あ
り
な

が
ら
、
実
り
の
多
い
時
を
過
ご
す

事
が
出
来
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ

ば
是
非
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
！

篠
藤
順
花
（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト

神
学
校
）

今
回
「
神
学
生
交
流
会
」
で
の

良
き
学
び
と
交
わ
り
の
た
め
に
準

備
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
見
え

な
い
と
こ
ろ
で
貴
い
祈
り
と
奉
仕

で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。
開
会
礼
拝
の

時
、
関
田
先
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

通
し
て
、「
わ
た
し
に
つ
い
て
来

な
さ
い
」
と
、
主
イ
エ
ス
の
声
が

再
び
思
い
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
一
日
目
の
神
田
先
生
講
演
Ⅰ
の

時
、
話
さ
れ
た
内
容
の
中
で
人
間

の
正
常
と
異
常
と
の
境
界
線
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
、
人
に
つ
い

て
学
ん
だ
と
い
う
言
葉
が
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。そ
の
学
び
と
は
、

生
身
の
人
間
と
の
出
会
い
を
通
し

て
、
主
イ
エ
ス
の
言
葉
が
繰
り
返

し
想
起
さ
れ
、
心
と
魂
に
刻
ま
れ

て
い
く
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。
関
田
先
生

が
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
話
さ
れ
た
よ
う

に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
身
を
置
い
て

の
実
の
体
験
を
通
し
て
生
れ
て
く

る
主
イ
エ
ス
の
命
あ
る
言
葉
に
触

れ
ら
れ
、
共
に
生
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
三

日
目
の
ま
と
め
の
会
で
、
神
田

先
生
か
ら
「Table com

m
unity 

m
ovem

ent

」
に
つ
い
て
話
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
主
イ
エ
ス
の
誰
も

拒
ま
な
い
食
卓
の
ま
じ
わ
り
は
、

互
い
を
労
り
、
分
か
ち
合
う
、
隔

て
の
な
い
ま
じ
わ
り
で
し
た
。
貧

し
い
人
々
、
す
な
わ
ち
、
心
身
の

病
に
苦
し
む
人
、
抑
圧
さ
れ
、
虐

げ
ら
れ
、
彼
ら
の
共
同
体
か
ら
罪

人
と
さ
れ
、
排
除
さ
れ
たout-

castes

の
人
々
を
主
イ
エ
ス
は
招

い
て
神
の
国
を
示
唆
し
て
い
る
こ

と
を
思
い
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

 
●
２
０
１
７
年
度
「
神
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」  

第
９
回

 

「
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
軌
跡
と
神
学
的
課
題
」

講
師
： 

関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授　

神
田
　
健
次
さ
ん

校
長
： 
日
本
基
督
教
団
神
奈
川

教
区
巡
回
教
師　
　

　

 　

関
田
　
寛
雄
さ
ん

２
０
１
８
年
３
月
５
日（
月
）～
７
日（
水
）

会
場
：
鎌
倉
黙
想
の
家
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シ
マ
事
故
と
は
何
で
あ
っ
た
か
を

真
摯
に
問
い
、
そ
こ
か
ら
新
し
い

社
会
へ
の
糸
口
を
探
る
た
め
に
、

毎
年
お
正
月
に
、
一
泊
二
日
の
修

学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
き

た
。
そ
の
際
講
師
に
は
次
の
点
を

お
願
い
し
た
。一
．工
学
、経
済
学
、

政
治
学
な
ど
の
視
点
か
ら
、
原
発

の
問
題
点
と
そ
れ
を
克
服
す
る
道

を
、
透
徹
し
た
論
理
を
も
っ
て
、

や
さ
し
く
、
政
治
の
中
枢
に
い
る

人
に
も
届
く
言
葉
で
語
っ
て
下
さ

る
こ
と
。
二
．
キ
リ
ス
ト
教
あ
る

い
は
倫
理
的
視
点
か
ら
、
原
発
の

問
題
点
と
そ
れ
を
克
服
す
る
道
を

示
し
て
下
さ
る
こ
と
。
三
．
被
災

地
の
実
情
を
し
っ
か
り
押
さ
え
て

下
さ
る
こ
と
。
四
．
一
泊
二
日
の

全
会
期
中
参
加
者
と
一
緒
に
考
え

て
下
さ
る
こ
と
。
五
．
講
演
と
議

論
を
記
録
集
と
し
て
出
版
す
る
こ

と
に
協
力
し
て
下
さ
る
こ
と
。

今
回
は
、そ
の
６
回
目
で
あ
る
。

当
初,
福
島
原
発
事
故
政
府
事
故

調
査
委
員
を
務
め
、
原
子
力
市
民

委
員
会
座
長
で
九
州
大
学
教
授
の

吉
岡　

斉
先
生
と
、
同
じ
く
原
子

力
市
民
委
員
会
の
座
長
代
理
で
上

智
大
学
教
授
の
島
薗　

進
先
生
に

講
師
を
お
願
い
し
た
。
し
か
し
直

前
に
、
吉
岡
先
生
が
体
調
を
崩
さ

れ
た
の
で
、
急
き
ょ
「
原
発
の
コ

ス
ト
」
で
大
佛
次
郎
論
壇
賞
を
受

け
た
龍
谷
大
学
教
授
の
大
島
堅
一

先
生
が
講
師
を
代
わ
っ
て
下
さ
っ

た
。大

島
先
生
は
、
豊
富
な
デ
ー
タ

を
駆
使
し
て
、
明
快
に
、
原
発
は

危
険
で
人
間
が
使
い
こ
な
せ
な
い

設
備
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、建
設
、

維
持
、
管
理
、
廃
炉
に
莫
大
な
費

用
を
要
し
、
処
理
方
法
の
目
途
も

つ
か
な
い
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
を
出
し
続
け
る
設
備
で
あ
り
、

世
界
は
す
で
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
舵
を
切
っ
て
い
る
こ
と
を

示
さ
れ
た
。

一
方
、
島
薗
先
生
は
、
科
学
、

技
術
の
専
門
家
が
し
ば
し
ば
あ
た

か
も
中
立
で
あ
る
か
の
ご
と
き
印

象
を
与
え
な
が
ら
、
デ
ー
タ
を
手

前
み
そ
に
説
明
し
、
時
の
政
府
の

支
配
を
強
化
し
、
避
難
民
な
ど
の

弱
者
を
切
り
捨
て
る
政
策
に
加
担

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
人
間

の
顔
を
し
た
科
学
が
必
要
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
宗
教
が
有

効
な
働
き
を
な
し
得
る
筈
だ
と
述

べ
ら
れ
た
。

参
加
者
は
、
約
30
名
で
、
札

幌
、
筑
波
、
東
京
、
横
浜
な
ど
か

ら
繰
り
返
し
参
加
し
て
い
る
人
も

あ
り
、
講
師
を
囲
ん
で
、
積
極
的

で
、
深
み
の
あ
る
議
論
が
展
開
さ

れ
た
。

そ
の
結
果
、
参
加
者
一
同
次
の

こ
と
を
確
認
し
た
。
も
は
や
原
発

に
頼
る
理
由
は
何
も
無
い
。
早
晩

原
発
ゼ
ロ
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
だ
け
に
頼
る
日
が
来
る
。
し

か
し
、
原
発
ゼ
ロ
の
社
会
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
次
の
問
題
点
と

し
っ
か
り
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
一
．
放
射
能
汚
染
地
域

人
々
お
よ
び
避
難
民
の
生
活
の
回

復
、二
．
安
全
で
速
や
か
な
廃
炉
。

三
．
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

安
全
で
速
や
か
な
処
分
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
一
週
間

後
、
当
初
講
師
を
お
願
い
し
た
吉

岡　

斉
先
生
が
腫
瘍
の
た
め
亡
く

な
ら
れ
た
と
の
報
を
受
け
た
。
聞

い
て
お
く
べ
き
こ
と
を
沢
山
持
っ

て
お
ら
れ
た
方
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
時
を
失
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
幸

い
、
彼
が
率
い
た
原
子
力
市
民
委

員
会
が
昨
年
末
「
原
発
ゼ
ロ
社
会

へ
の
道
２
０
１
７
―
脱
原
子
力
政

策
の
実
現
の
た
め
に
」
と
題
す
る

説
得
力
に
富
む
書
物
を
出
版
し

た
。
こ
れ
を
、
彼
の
私
た
ち
へ
遺

言
と
し
て
し
っ
か
り
受
け
止
め
た

い
。

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

 
●
２
０
１
７
年
度 

修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
（「
社
会
」
第
４
回
）

　

 

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
」  

第
６
回

 

「
原
発
と
の
共
存
は
可
能
か
？
　
　
　
　
　

　
～
フ
ク
シ
マ
か
ら
の
問
い
～
」

	

発
題 

「
経
済
か
ら
み
る
原
子
力
政
策
」�

�

龍
谷
大
学
政
策
学
部
教
授
、
原

子
力
市
民
委
員
会
座
長
代
理　

大
島
　
堅
一
さ
ん

	

　
　

 

「
原
発
災
害
を
通
し
て
見
る
現
代
科
学
技
術
の
倫
理
問
題
」

�

上
智
大
学
大
学
院
実
践
宗
教
学
研
究
科
教
授
・

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
長
、
東
京
大
学
名
誉
教
授　

島
薗
　 

進 

さ
ん

２
０
１
８
年
１
月
７
日（
日
）～
８
日（
月
、
祝
）

「
な
ぜ
原
発
は
今
な
お
私
た
ち

の
課
題
な
の
か
」
は
、
本
誌
11
月

号
で
論
じ
た
。
そ
の
論
旨
は
こ
う

で
あ
る
。
２
０
１
１
年
３
月
の
フ

ク
シ
マ
原
発
事
故
は
、
私
達
の
社

会
が
抱
え
て
い
る
病
巣
を
鋭
く
え

ぐ
り
出
し
た
。
そ
れ
と
真
摯
に
向

か
い
合
い
、
そ
の
原
因
を
根
源
に

遡
っ
て
探
り
、
そ
の
問
題
を
克
服

す
る
道
を
求
め
た
な
ら
、
そ
れ
は

私
た
ち
の
社
会
の
新
し
い
出
発
点

に
な
り
得
た
筈
だ
。
し
か
し
私
た

ち
の
国
の
指
導
者
た
ち
は
そ
う
は

し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
そ
れ
が
無

か
っ
た
か
の
如
く
に
、
問
題
に
蓋

を
か
ぶ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
結

果
、
病
は
益
々
深
刻
に
な
り
、
余

病
を
も
併
発
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。当

活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
フ
ク
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財団本部
終身会員
神保　正男
神保　信子
中井　博雅
小久保　正
野田　純一
島田　恒
寄付金
中井　博雅
日本基督教団早稲田教会
武藤　髙司
関東活動センター
賛助会費
市川　邦雄
犬飼　護郎
伊與田　ユキ子
大鹿　康廣
大橋　祐治
戒能　信生
古賀　博
斎藤　宏
斉藤　洋子
坂下　道朗
島田　治夫
神保　正男
全国教会婦人会連合
竹政　志郎
只野　哲
西浦　昭英
西川　嗣夫
根津　建
平井　文則
平井　祐美子
藤野　泠子
松井　直樹
松浦　茂長
松岡　俊彦
武藤　陽一
森野　善右衛門
横野　朝彦
吉田　博
吉田　豊
ランデス　ハル
寄付金
石橋　光朗
岡田　春美
日本基督教団鹿児島加治
屋町教会
小林　義彦
坂口　みどり
高橋　喜久江
高柳　允子
千葉　拓司
中井　博雅
中冨　頴隆
日本聖書神学校学生自治会
服部　千賀子
濱田　美也子
林　律
フェリックス Ｒ .アインゼル
藤野　泠子
門間　幸枝
谷津　槇子
横浜雙葉学園
𠮷見　崇一
早稲田奉仕園
匿名
クリスマス寄付金
飯田　庸子
石川　憲彦
日本基督教団市川三本松教会
川北　かおり
河原田　美哉子
上林　順一郎
日本基督教団経堂緑丘教会
恵泉女学園中高・宗教部
小林　誠治
在日本韓国ＹＭＣＡ
佐瀬　萬亀
島田　治夫
神保　正男
園山　鈴江
日本基督教団千代田教会
藤　知佳

中井　博雅
萩原　好子
服部　千賀子
林　秀雄
日本基督教団　原宿教会
平井　文則・祐美子
松岡　俊彦
松本　誠
水溜　千枝子
毛利　亮子
ランデス　ハル
神学生交流プログラム
荒井　献
石田　学
上原　秀樹
浦上　充
大澤　秀夫
大橋　祐治
戒能　信生
加藤　真規子
川北　かおり
河原田　美哉子
関西学院大学神学部後援会
北原　和夫
小久保　正
斎藤　宏
斉藤　洋子
島田　恒
島田　治夫
神保　正男
日本基督教団須賀川教会
聖公会神学院
学校法人西南学院
関田　寛雄
高徳　芳忠
竹中　百合子
立石　昭三
千葉　拓司
同志社大学神学部
中井　博雅
日本基督教団長岡京教会
中冨　頴隆
並木　浩一
日本聖書神学校
日本ナザレン神学校
日本バプテスト神学校
根津　建
農村伝道神学校
萩原　好子
春名　康範
日本基督教団番町教会
藤倉　寿美子
松井　直樹
松岡　俊彦
松下　起子
松原　千里
宮本　旻祐
桃井　明男
門間　幸枝
柳下　明子
横野　朝彦
横浜雙葉学園
吉崎　聆子
吉田　博
日本基督教団早稲田教会
早稲田奉仕園
関西セミナーハウス
寄付金
荒木　真実
井上　康三郎
上野　茂雄
牛尾　宣夫
武田薬品京都農園親睦会
えんじゅ会
岡林　功
岡本仁彦・泰子
オロヴェリィー（ダマヌー
ル日本）
㈱祇園辻利
菊岡　克彦
北織　清
北垣　宗治
京都音楽教育の会
京都西院会
㈱京都スタッフ

黒岩　裕二
経営委員会有志
小久保　正
佐藤　優
三和管工㈱
㈱柴橋商会京都支店
島田　恒
㈱新経営サービス
神保　正男
THE AIRS　菅原直人
㈱アイウィル　
竹中　百合子
㈱田中工務店
津田　友一
土田商店　土田敏正
田中　克郎
手銭　秀夫
中井　博雅
中田　政義
中村泰洋園
なにわ会
野嶋　和雄
長谷川　義紘
林　宗一郎
㈱ビーテック
日髙　正宏
廣田　𠮷久
㈱藤木工務店京都支店
堀　和子
宮﨑　達雄
武藤　髙司
森口　克洋
森口　維邦子
山内　博
山崎　満
横野　朝彦
ワケンホールディングス㈱
関西セミナーハウス活動
センター
賛助会費
相浦　和生
浅川　具美
淺田　凉子
網野　俊賢
井上　勇一
岩﨑　裕保
宇井　裕美
上田　圭子
宇野　稔
大谷　光真
岡野　彩子
岡安　茂祐
小澤　妙子
織田　雪江
小山　稔
金山　顕子
岸田　晃子
北垣　宗治
北風　照子
北城　伊三郎
喜多村　やよい
木下　壽子
木原　諄二
葛原　茂樹
黒田　睦子
古賀　暢子
湖月　美和
酒井　哲雄
桜井　希
佐々木　紘児
佐藤　優
佐藤　友紀
島田　誠一
シュペネマン クラウス
白方　誠彌
新宗連大阪事務所 生田 茂夫
陶村　世佳子
菅　恒敏
關岡　一成
髙寺　幸子
高橋　壮二
髙谷　泰市
多木　秀雄
竹中　百合子
橘　俟子

立石　昭三
田中　常雄
田辺　信子
塚本　誠一
椿本　博久
手銭　秀夫
都木　かおり
徳丸　延子
殿村　元一
鳥井　清司
鳥井　操
長塩　滋子
中村　信博
中山　晴美
奈倉　道隆
鳴海　信子
西岡　裕芳
早川　良彌
春名　康範
東　千代
日髙　正宏
平野　正
平林　喜博
福留　順子
福間　誠之
藤倉　寿美子
間瀬　啓允
松岡　蓉子
松田　光代
松本　嘉一
真鍋　裕子
丸山　まり子
三矢　明
南　和子
宮田　満雄
棟方　信彦
森口　克洋
八杉　恵
柳井　一朗
柳井　繁彌
柳原　清美
山田　幸子
山本　貞子
横田　穂美
李　善惠
関西青年アシュラム
（公財）京都ＹＭＣＡ
メシアニックジャパン出版
合同会社
医療法人わたなべクリニック
寄付金
浅田　凉子
網野　俊賢
岩橋　龍男
上田　圭子
榎本　栄次
遠藤　勇
大島　庄吾
加太アシュラム
金山　顕子
金子　博・町子
株式会社こころ
　ぬいぐるみ病院
川北　かおり
河﨑　玲子
木原　諄二
君村　昌
京都キリスト教協議会（KCC)
キリスト教愛真高等学校
匿名
小久保　正
佐藤　優
佐藤　眞弓
NPO法人沢内伯楽
島田　恒
修学院一日アシュラム
シュペネマン クラウス
杉本　益男
匿名
坪野　えり子
土井　健司
鳥井　清司
中井　博雅
中上　和子
中西　綾子

中村　信博
日本キリスト教団宇治教会
日本基督教団京都復興教会
日本基督教団天満教会
日本基督教団長岡京教会
日本基督教団平安教会
早川　良彌
林　律
春名　康範
樋口　よう子
日野　多栄子
姫野　眞知夫
平田　哲
平林　喜博
フェリックス　R.アインゼル
福島　和子
藤田　敦子
藤田　俊文・恭子
堀部　丈司
真鍋　裕子
水戸　潔
桃山アシュラム
家形　日出
安野　優美
柳井　繁彌
山添　みどり
山田　幸子
山本　茂
山本　知恵
山本　良昭
有志
匿名
脇坂　照世
和田野　勢津子
クリスマス寄付金
網野　俊賢
五十嵐　萬里子
今井　奈都子
岡野　彩子
小山　稔・初美
蔭山　淳
株式会社こころ
　ぬいぐるみ病院
川北　かおり
北垣　宗治
匿名
木下　壽子
公益財団法人京都YMCA
神戸ドイツ語教会
国際シャローム・キリスト教会
在日大韓基督教会京都教会
坂口　みどり
佐藤　全弘
島田　恒
菅　恒敏
杉本　尚司
千里山キリスト教会
高橋　壮二
高橋　望
多木　秀雄
武田　正一
竹中　百合子
塚本　誠一
徳永　恂子
鳥井　清司
内藤　弘子
中村　信博
西川　武
日本キリスト教会吉田教会
日本キリスト教団希望ヶ丘教会
日本基督教団京都教会
日本基督教団倉敷教会
日本基督教団世光教会
日本キリスト教団洛西教会
根岸　宏邦
信岡　茂浩
廣瀬　芳之
ホッジ クリスティーナ 紀子
間瀬　啓允
松本　圭子
松本　嘉一
山添　みどり
山本　良昭
和田野　勢津子

エネルギープログラムな
ど寄付金
小久保　正
中井　博雅
開発教育セミナー寄付金
織田　雪江
金山　顕子
中井　博雅
比嘉　美智子
もみじまつり寄付金
淺田　凉子
安住　京子
荒本　千代子
有岡　雅行
魚木　アサ
牛尾　曜子
北野　宗香
喜多村　やよい
小久保　正
匿名
小林　哲夫
佐々木　紘児
佐野　千枝子
㈱柴橋商会京都支店
社会福祉法人修光学園
多木　秀雄
竹中　百合子
手銭　秀夫
鳥井　清司
中村　信博
中村泰洋園 中村英明
奈倉　道隆
白子　宗令
長谷川　義紘
八田　尚嘉
八田　一郎
林　宗一郎
ひいらぎ税理士法人
㈱藤木工務店京都支店
松本　圭子
㈱三原工務店
宮本　桂子
50 周年寄付金
荒木　真実
榎本　栄次
奥田　豊
金山　顕子
上林　順一郎
旧職員有志
黒岩　裕二
島田　恒
神保　正男
竹中　百合子
只野　哲
鳥井　清司
中上　和子
中村　信博
野田　純一
楓林会
堀部　丈司
柳井　一朗
ハッチャー 保子
公財）早稲田奉仕園
「きらら坂」寄付金
榎本　璋子
河合　良子
君村　千代子
君村　昌
黒井　久代
小久保　正
小久保　玲子
佐々木　公子
佐々木　紘児
鈴木　一志
武山　美登里
林　榮子
東　千代
廣瀬　芳之
藤本　和子
南　和子
安野　優美
山本　絹子
山本　良昭
米澤　敏子
和田野　勢津子

2017 年度賛助会費・寄付金納入者ご芳名　2017 年 4月 1日～ 2018 年 3月 31日（順不同・敬称略）
ご支援に感謝申し上げます。
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◆関東活動センター
■2018 年度聖書を読む講座Ⅰ
新しい聖書の学び「マルコ福音書を
ジックリと読む」（第1期）（全10回）
講　師：	山口里子さん（日本フェミ

ニスト神学・宣教センター
共同ディレクター）

日　時：	4月～2019年2月（8月休会）
		  第2火曜18：30～20：00
		  ⑤5月8日、③6月12日
会　場：	早稲田奉仕園スコットホー

ル 222 号室
参加費：	1,200 円／学生 500 円
共　催：	早稲田奉仕園
■2018 年度関東フォーラム 宗教対話Ⅰ
「日本キリスト教史を読む」Ⅱ　　
（大正篇全 7回）
講　師：	戒能　信生さん（日本基督

教団千代田教会牧師）
第 1回「救世軍の指導者山室軍平
の生涯と信仰」
日　時：	5月10日（木）14：00～16：00
第 2回「ホーリネス教会の創始者
中田重治の生涯と信仰」
日　時：	6月14日（木）14：00～16：00
会　場：	早稲田奉仕園セミナーハウ

ス 101 号室

参加費：	1 回 500 円
■2018 年度関東フォーラム 宗教対話
礼拝のためのボイストレーニング
講　師：	友野 富美子さん（元声優、

日本基督教団経堂緑岡教会
担任教師）

日　時：	5月28日～6月25日毎週月曜
14：00～16：00（全５回）

会　場：	日本聖書神学校 202号室
参加費：	1 回 1,000 円
◆関西セミナーハウス
■月釜　清心会
日　時：	5月13日（日）、 6月は休会
		  9：00～15：00受付
於：関西セミナーハウス
年会費：	4,000円、臨時会費1,000円
◆関西セミナーハウス活動センター
■2018 年度お茶のこころと宗教のこころ
「聖書をいっしょに読みましょう」
（全 8回）
座　長：	榎本　栄次さん（日本基督

教団牧師）
日　時：	②5月10日、③6月7日（木）
		  13：30～16：30
会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	1 回 1,500 円学生 500 円

（抹茶含む） 
■2018 年度修学院フォーラム「社会」
第２回「東アジアの平和と和解―近
代日本人のアジア認識と平和の取り
組みの可能性」
講　師：	山本 俊正さん（関西学院

大学商学部教授）
日　時：	5月12日（土）13：30～17：30
第３回「民族主義と普遍主義のはざ
まで：旧約聖書から国際平和を考える」
講　師：	月本 昭男さん（上智大学

特任教授）
日　時：	6月30日（土）13：30～17：30
会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	2,300 円、 学 生 1,000 円

（コーヒー込）
■2018 年度修学院フォーラム「福祉」
第１回 ｢「貧困世代」の未来をどう
創るか～若者の貧困を考える～」
講　師：	藤田孝典さん（（特活）ほっと

プラス代表理事、聖学院大
		  学人間福祉学部客員准教授）
日　時：	6月9日（土）15：00～18：00
会　場：	京都ＹＷＣＡ
参加費：	1,000 円、学生 500 円
共　催：	京都ＹＷＣＡ

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　小久保　正

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 1 Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com
関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256
関西セミナーハウス

TEL 075-711-2115
E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

プログラム案内

2018 年 2 月１日～ 3 月 31 日
� （順不同・敬称略 )
◆関東活動センター
賛助会費
市川　邦雄	 5,000 
松井　直樹	 5,000 
藤野　泠子	 5,000

寄付金（クリスマス寄付金を含む）
小林　義彦	 2,000 
中冨　頴隆	 5,000 
林　律	 10,000 
濱田　美也子	 3,000 
匿　名	 7,800 
日本聖書神学校学生自治会	 3,000
藤野　泠子	 5,000 
在日本韓国ＹＭＣＡ	 10,000 
フェリックス Ｒ．アインゼル	 375,000

神学生交流プログラム寄付金
日本基督教団早稲田教会	 50,000 
同志社大学神学部	 40,000 
松下　起子	 1,000 
日本基督教団番町教会	 10,000 
斎藤　宏	 3,000 
髙徳　芳忠	 3,000 
日本聖書神学校	 30,000 
中冨　頴隆	 5,000 
河原田　美哉子	 5,000 
吉崎　聆子	 5,000 
斉藤　洋子	 3,000 
川北　かおり	 10,000 
竹中　百合子	 5,000 
大橋　祐治	 3,000 
関田　寛雄	  50,000 
横野　朝彦	 10,000 
春名　康範	 10,000

◆関西セミナーハウス
寄付金
武藤　高司	 10,000
荒木　真実� 10,000

◆関西セミナーハウス活動センター
賛助会費
宇井　裕美	 5,000
上田　圭子	 5,000
北垣　宗治	 5,000
森口　克洋	 3,000

寄付金（クリスマス寄付金を含む）
藤田　俊文・恭子� 10,000
日本基督教団京都復興教会� 5,000
堀部　丈司	 5,000
中西　綾子	 3,000
鳥井　清司	 2,000
桃山アシュラム有志� 11,500
山添　みどり	 3,000
キリスト教愛真高等学校� 34,870
日本基督教団平安教会	 5,000
匿　名	 10,000
和田野　勢津子� 5,000
有　志	 9,200
浅田　凉子	 4,000
網野　俊賢	 12,680
金山　顕子	 7,820
山本　知恵	 1,480
鳥井　清司	 3,376
水戸　潔	 5,000
桃山アシュラム有志	 6,000
日本キリスト教団宇治教会	 3,000
日本基督教団京都教会	 5,000
フェリックス R. アインゼル	 375,000
日本キリスト教団洛西教会	 5,000
�以上、感謝をもってご報告申し上げます。

賛 助 会 費 ・ 寄 付 金 報 告

財団本部	 http://www.academy-nippon.com
関東活動センター	http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
	 http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
	 http://www.academy-kansai.org

◎関東活動センター
所長代行は、横野朝彦から、原 
牧人に交代しました。
◎関西セミナーハウス
久保田展史、館長、3月 31日付
で退任しました。

東 西 南 北


